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冷害，農業経済に

大きく影響

一一55年度農業観測修正見通し一一

農林水産大臣官房調査課

高橋善

号越林水産省、は昨年12月に，昭和55年度農業観測修正見 2. 農産物価格

通しを公表した。以下は，この概要を中心に，その後の 55年度に入ってからの農産物価格は， 4'"'-' 6月期に前

経過をとりまとめたものである。 年同期比1.8%上昇のあと， 7'"'-' 9月期には，同 4.8%

1. 農業生産

55年度の農業生産は，耕種および繭の生産が，天候不

順の影響によりかなりの程度減少するのに加え，畜産生

産が更に増勢鈍化して3 わずかな増加にとどまるものと

みられることから，全体では，前年度に比べ 6%程度減

少するものと見通される。なお，米を除く農業生産は，

前年度並みと見込まれる。

(謝1:種生産〉

米は転作等実施面積の増加，天候不順による作柄の著

しい低下から，前年産に比べ18.5%の減少となった。そ

の他，主要作物では，麦，てんさい，茶などが増加した

ほか，前年不作であったりんご321j〔冬野菜の増加が見込

まれるが，裏年にあたるみかんが大幅に減少するとみら

れるのをはじめ，他の作物も，総じて不順な天候の影響

を受けて減少したことから，耕種生産総合では3 前年度

に比べ10%程度減少すると見込まれる。l_

なお， 7月中旬以降の低温，日照不足等の天候不順は

気象状況に左右されるお1:種生産に重大な影響を与えた。

水稲の作柄は全国的に低下し，全国平均で作況指数87の

「著しい不良」となり，また，野菜，果樹等にも被害が

発生した。この冷害による農作物の被害見込金額は約

6，919億円にのぼり，北海道，東北でその 61%を占めて

し、る。

(畜産生産〉

牛肉生産は引き続きわずかな減少，豚肉も前年度の伸

びを大きく下回るわずかな増加にとどまると見込まれ，

また，ブロイラーはわずかないし，やや増加，牛乳はほ

ぼ前年度並み，鶏卵もわずかな増加とみられ，総じて引

き続き伸び率が鈍化し3 畜産生産総合では前年度r比べ

わずかな増加にとどまるものと見込まれる。

の上昇となり，上期を通じては同 3.3%の上昇と，小幅

な上昇にとどまった。下期についてみると，以下のとお

りである。

(畜産物〉

牛肉は前年同期を下回り，豚肉，ブロイラーは上回っ

て推移し，生乳，鶏卵はほぼ前年同期並みとなり，全体

では，前年同期をやや上回るとみられる。

〈果実・野菜〉

農業生産の動向

(50年度=100) 

130 

農 120

業

止と 110 

産

1~日 100 

数
90 

(%) 

10 
E 

対

，目ふ4リ-
5 

年

度 。
増

滅 -5

率

一10L

52 

企
司

、
‘
曹、

骨、、、、、¥、、、
一米を除く総合



昭和56年 3月1臼 農 業 と 科 第三種郵便物認可 (7 ) 
ρ'4 

ナ

昭和66年度農業観測修正見通し総括表果実について，み

かんは大幅に3 前年

を下回るとみられる

が， りんご、はかなり

大きく下回るとみら

れる。

野菜は，高値であ

った前年を大幅に下回ると見通される。

(行政価格〉
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麦の政府買入価格が平均 7.9%引き上げられたほか，

大豆の基準価格等も引上げとなったものの，加工原料乳

の保証価格は据え置かれ，米の政府買入価格も 2.3%の

引上げとなるなど，総じて小幅な上昇にとどまった。

以上から， 55年度の農産物生産者価格は，耕種生産が

かなりの程度減少するとみられるものの，総じてみれば

需給はなお緩和基調にあること等を反映して，前年度に

比べ，やや上昇にとどまるものと見通される。

3. 農業資材価格

54年度の農業生産資材価格は，原油価格の上昇，円安，

一般卸売物価の上昇等の影響から，年度中における上昇

は，かなり大きなものとなった。 55年度に入ってからは

卸売物価が落ち着いて推移していること等から，前年同

期比で， 4~6 月期14.6%高(前期比3.6%高)， 7，--.__ 9 

月期12.2%高(同1.6%高〉と，次第に騰勢は鈍イ七して

いるものの，上期を通じては前年同期比13.4%高となっ

た。この間， 7月に肥料は 15.4%，農業機械は平均 4.5

%それぞれ値上げされた。

下期については，①飼料は，海外飼料穀物価格が上昇

したことから，配合飼料が56年 1月から12.8%値上げさ

れたこと，②肥料は，おおむね上期後半の水準で推移す

るとみられること，③農業機械は，安定的に推移すると

みられること，④農薬は，基礎化学薬品価格の上昇等か

ら， 12月に 5.2~%値上げ、されたこと。⑤その他の資材は

安定的に推移するとみられること等からみて，全体とし

ては上期に比べ，騰勢は弱まるものと見通される。

以上から， 55年度を通じては， 54年度中における上昇

が，かなり大きなものであったため，前年度をかなり上

回ることとなろう。

4. 農家経済

農家経済について， 55年度上期の収支としてみれば，

農業所得が農業経営費の増加などにより，前年同期を下

回って推移し，農外所得がほぼ前年度並みの伸びとなっ

たととなどから，農家総所得では，前年同期比 3.5%の

増加にとどまった。

55If三JJA.見i盈し(前年l芝刈上七)

当 初|修正

2.5-3%程度の明加 I 2%程度の増加
ほ ぽ 前 年 度 並 み I 6%税度内減少
前年度をわずかに上回る l前年!交をやや上回る
前年度をかなりの税度上回る |前年度をかなり上回る

年度聞を通じては，農業経営費がかなりの程度の増吉

と見込まれる半面，農業粗収益は，冷害の影響による耕

種生産の減少などから伸びが期待できないものと見込ま

れ，全国 1戸当たり平均で、みた農業所得は，前年度をか

なり下回るものと見通されるが，農業共済金が支払われ

ること等を考慮してみれば，前年度をやや下回るものと

見込まれる。

農外所得については，農業所得の減少を，農外就業で

補おうとする農家の対応が，今後強まるとみられること

などからみて，年度間では，前年度の伸びを上回るもの

となろう。

農家総所得ではほぼ前年度並みの伸びと見込まれる。

6. その後の経過

農業生産については，秋冬野菜は，大幅に減少した前

年を上回っているものの，寒波等の影響がみられた。畜

産生産は，牛肉が枝肉重量の増加から，前年を上回って

推移し，肉豚は下期に入り減少にilSじた。

農産物価格については，秋冬野菜は，高騰した前年を

下回って推移しているものの，寒波等の影響から，価格

水準は高いものとなっている。

農家経済については，農外所得は下期に入っても仲び

をやや高めている。特に，農業所得の減少が大きい北海

道，東北，九州はその傾向が強い。

ベー山__.....，.，.山 今年は，これまでとは打って変って冬
あとがき
......................・................，........ 将軍の威力は，なかなかすばらしいも

のがあり，降雪量も去る38年以降の記録だそうで

す。しかし，さすがに立春を過ぎると争えないもの

で3 その頃の日差しは，すっかり春の訪れを感じさ

せます。が，頑強な冬将軍が退却する頃になると，

今度は雪解けによる水害の頻発が心配になります。

皆様のご活躍をお祈り致します。

3月号をお送り致します。予定していたものが入

らず，編集子はし、ささか面はゆい感じを禁じ得ませ

んが，この点は平素のご好;誼にあまえ，よろしくお

願い致します。 くK生〉


